
孔あき鋼板ジベルのせん断耐荷力評価のための標準試験法の提案 

 

広島大学大学院 学生会員 ○古川 祐輔 

広島大学大学院  正会員  藤井 堅  

IHIインフラシステム(株)  正会員  道菅 裕一 

 

1. まえがき 

ずれ止めのせん断耐荷力を把握するために，たと

えば図-1 に示すような押抜き試験(要素試験)が行わ

れる．PBLのせん断耐荷力評価についても，日本鋼

構造協会「頭つきスタッドジベルにおける押し抜き

試験標準法」1)に基づいた要素試験が多用されてきた．

しかし，PBLの破壊形式は，頭付きスタッドとは異

なり，コンクリートの破壊によってせん断耐荷力が

決まるため，この試験法をそのまま適用するのは問

題がある．そこで，本稿では PBLのせん断耐荷力を

得るための標準試験方法を提案する． 

2. 孔あき鋼板ジベルの破壊の特徴 

PBL のせん断耐荷力は，ほとんどの場合コンクリ

ートの破壊によって決まる．このとき，コンクリー

トの大きさ(特に高さ)やかぶり，貫通鉄筋，テストベ

ッドとコンクリートブロックの境界面の摩擦力が，

コンクリート拘束力として作用し，これらの状態に

よってせん断耐荷力が大きく影響されることがわか

っている 2)．たとえば，図-2に示すような孔径=60mm

の十字柱形のジベルの押抜き試験において，コンク

リートブロックの高さとせん断耐荷力の関係および

背かぶりとせん断

耐荷力の関係を，そ

れぞれ図-3 および 

図-4に示す．図-3 か

ら，コンクリート高

さが大きくなるほ

どせん断耐荷力は

大きくなり，また，

図-4では，かぶりが

大きくなるほど耐荷力は大きくなるが，かぶりが

30cm 以上になるとそれは変化しなくなることがわ

かる．このように，孔部コンクリートの拘束状態に

よりせん断耐荷力は変化するので，標準試験では，

コンクリート拘束因子の影響が同じ条件になるよう

に定める必要がある． 

また，押抜き試験では，コンクリートブロックと

テストベッド間の摩擦力が，せん断耐荷力に極めて

大きく影響するので，この影響を除去するために，

図−5 に示すように，8 枚のテフロン板を敷いて孔部

の破壊にともなう押し広げ力に抵抗しないようにす

ることが重要である． 

図-1 CT鋼押抜き試験体 
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図−3 コンクリートブロック髙の影響 

図−2 十字柱押抜き 

試験体 図−4 背かぶりの影響 
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3. 標準試験法の提案 

 文献 1)では，図−1 の CT 鋼を使用した押抜き試

験が示されているが，本提案では，図−2に示す十

字柱鋼板を用いた試験法を提案する．CT鋼を用い

る場合，コンクリート打設方向が合成桁と一致す

るので，ずれ剛性が実桁と対応するが，図−2 の十

字柱に上から打設するとずれ剛性がいくらか異な

ることになる．しかし，筆者らは，打設方向は，

ずれ耐荷力にはほとんど影響しないことを確認し

ているので，とくに問題にはならないと思われる． 

 また，図−2の試験体では，底部でコンクリート

底面と十字柱板の底が同一平面上にある．これは，

載荷にともなうずれ変位に対して，図−5および図

−6に示すように4枚のテフロン板2層(計8枚)で，

その隙間を鋼板がずれるようにすれば対応できる

ことを勘案しているが，このような試験体にすれ

ば，発泡スチロールを配して板先端のずれ抵抗を

除去する方法に比べ格段に製作が容易となる．通

常の場合，テフロン板 1枚の厚さを 20mm程度に

すれば，ずれ耐力以降のずれまで十分に対応でき

る．なお，コンクリートブロックの大きさは，せ

ん断耐荷力評価式が構築されれば自由に設定して

よいと思われるが，複数孔を有する場合，高さは

孔の配置間隔がよいと考えられる． 

 ところで，CT鋼押抜き試験と十字柱押抜き試験

の差について，図−7(a)，(b)に両者を比較してせん断

耐荷力を示す．図−7(a)は，テストベッド上に石膏あ

るいはジェットモルタルを敷いて不陸調整したもの

で，底面摩擦がある場合，図(b)は，テフロン板を敷

いて底面摩擦を除去した場合である．なお，これら

の値は，筆者以外の実験結果も含めて，同じ条件で

の試験結果の平均値である．図−7(a)及び(b)を比較す

ると，底面摩擦が有る場合のせん断耐荷力は，底面

摩擦が無い場合の約 2 倍であり，実構造物において

はこのようなコンクリート拘束力は通常あり得ない

ことを考慮すると，テフロン板を敷いて摩擦を除去

することは不可欠といえる． 

 また，CT鋼と十字柱を比較すると，底面摩擦あり

の場合は差が大きいが，摩擦が無い場合には両者の

せん断耐荷力はほとんど同じであることがわかる．

摩擦有りの場合，個々の試験結果におけるせん断耐

荷力のばらつきはかなり大きかったが，摩擦無しの

場合にはばらつきは小さかった．CT鋼のせん断耐荷

力が，十字柱よりも若干が大きくなっているが，こ

れは，荷重軸と孔位置の距離（偏心）の影響と思わ

れる． 

4. まとめ 

 以上，十字柱を用いた標準試験方法を提案した．

テフロンにより底面摩擦除去した本試験方法は，試

験体の製作が容易であり，また，実際の条件にかな

り整合した試験が可能と考えられる． 
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(a) 底面摩擦有り      (b)底面摩擦無し 

図−７ 押し抜き試験結果比較 

 

図−5 テフロン板配置 

図−6 提案する標準試験法 
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